
今回のテーマlさ"評価･分析''ですJJ
多くの学校では､夏休み前に体力･運動能力調査を行い､集計･分柄.報告の段階に入っていると思います.享年の子

どもたちの成長の様子はどうだったでしょうか?

学校として計画的･継続的な取組とするために､上記のような｢体力つくりのマネジメントサイクル｣をしっかりと確

立して､学校全体で進めていくことが大切です｡継続的な取組が明るく元気な子どもたちを育てます｡

たちの実態

⇒　調査結果から､次のようなことが分析できます｡

1.学校やクラス､児童自身の体力･運動能力の項目ごとの傾向
○全国や宮城県平均値との比較などで､学校や個人の傾向が把握できます｡

○体力･運動能力総合評価(A～巨判定)の分布状況により､二極化傾向等が分か

2.学校平均値の経年変化
同じ学年や同じ集団で比較することで､集母(学年)の実態が見えてきますo

.体格の状況
○肥満傾向児出現率などで､集団(学年)の実態が見えてきます｡

巴満(痩身)傾向児とは､性別.年齢別.身長別標準体重から肥満度を求め､肥満度が20%以上､

の者ですo　　肥満度- (実測体重一身長別標準体重) /身長別標準体重×100 (%)

分析した結果について全職員で共通理解を図り､夏休み以降の指導に生かしていきましょう!
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｢体力･運動能力調査記録カード｣に享年の数値を記録し､子どもたちに1年ごとの成長を確かめさせるとともに､一

人一人に目標を持たせて運動やスポーツに取り組む意欲を育てていくことが大切です｡

また､保護者の皆様にも｢体力･運動能力調査記録カード｣で成長の様子を確認してもらいましょう｡

子どもの体力･運動能力向上は､学校･家庭･地域が一体となっこ子どもたちの将来までを考えた運動･スポーツの

実践や規則正しい生活習慣の確立を目指していくものです｡家庭へも情報を提供していきましょう｡
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国立大学法人宮城教育大学教育学部

保健体育講座運動生理学研究室　教授　前田　順一

県内の小学校で活用を進めている『みやぎっ子!元気アッ

プエクササイズ』は､ 23種類のさまざまな動きを取り入れる

ことで子どもたちの運動の質を高め､同時に運動強度を高く

することで短時間で運動量を確保することをねらいとして制

作されました｡

そこで､ 『みやぎっ子!元気アップエクササイズ』を実施

している時の実際の運動強度を確かめるため､宮城県内の小

学校3･4･5･6年生40名の運動強度を身体活動量計

(HJA-350什′オムロン製)を用いて測定してみました｡

エクササイズ実施中の1分間毎の運動強度 

スタートから1分の問6.8メッツ※ 

1分～2分の間5.7メッツ 

2分～3分の間6.7メッツ 

3分～4分の間5.1メッツ 

4分間の平均■6.1メッツ 

みやぎっ子!元気アップエクササイズの運動強度

1　　　2　　　　3　　　　4　　　　5

運動時間(分)

『みやぎっ子!元気アップエクササイズ』は､平均すると安静時の6.1倍の

運動強度があることが分かりました｡この運動強度のレベルは､速歩(毎分

107m) ､ジョギング､エア0ビクスダンスなどと同等で､中等度以上のレベ

ルになります｡また､運動強度の変化も1分毎に強･弱･強･弱となってお

り､それぞれの運動がうまく配列されていることも確かめられました｡

※｢メゾン｣とは､身体活動の強度を表す単位ですo安静時(椅子に座つ 

て楽にしている状態)を1として運動によるエネルギー消費量が何倍に 

あたるかを示しています◇普通の歩行は3メッツに相当しますo 

子どもたちの体力低下の原因は､スポーツや外遊びに不可欠な

要素である｢時間｣ ｢空間｣ ｢仲間｣が減少したことや､身体を

動かさなくてもよい｢便利な日常生活｣など､子どもを取り巻く

環境が大きく変化したことが指摘されています｡

石のグラフは､ 1 980年代から2000年代までに報告されている

小学生の1日の歩行数の平均値です｡子どもたちの1日の歩行数

は､ 1 980年代の1 7′346歩から2000年代の14,077歩へ3′000歩

以上も減少していることからも運動量減少が伺えます｡ (小林博降

ら､生活活動の運動量､子どもと発育発達6 (2) 81-86, 2008のデータを

基に作図)

世界保健機関(WHO)は､学齢期の子どもたちには1日1時間

以上の中等度から高強度の運動が必要であると提言しています｡

(Global Strategy on Diet, PhysicaE Activlty and Health. Physical

ActlvTty and Young People. 2008)

ijl学生のl E]の歩行数の変化
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小林博隆ら(2008)生活活動の運動量､子どもと発育発達　6(2)81 -86.

のデータを基に作図

『みやぎっ子!元気アップエクササイズ』の実践だけでは､

WHOの1日1時間という提言を満たすことはできませんが､運動強度は十分であることが確かめられました｡ 『みやぎっ

子!元気アップエクササイズ』を授業の準備運動や業問活動等で積極的に活用するなど､子どもたちの1日の運動量を

しっかり確保することが､健康でたくましい子どもを育てることにつながります｡
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『みやぎっ子!元気アップエクササイズ』は､学習指導要領の4領域( ｢体つくり運動｣ ｢器械運動｣ ｢陸上運

動｣ ｢ボール運動｣ )の中で示されている､子どもたちに身に付けて欲しい基本的な動きを集めています｡一つ一つ

の動きを取り出しこ授業の主運動に関連する動きとして活用することもできます0

番機運動への活用例

○マット運動の動きつくりとして腕の筋力を高めたり､逆さ感覚を養うことをねらいにして､主運動に入る前の体な

らしや補強運動として活用してみましょう｡

【実践例】いろいろな動きと連続的に組み合わせる例

1腕立て伏せの姿勢　　　　　､ 2　左手で腕立て伏せの姿勢　　　　3　右手で腕立て伏せの姿勢

振立て伏せの姿勢になろう

5　No.12足打ち
4　No.11腕立てジャンプ

技の組み合わせ方の学習で､ No.10バランスを共通の課題にしてみましょうb手や足の角度を教え合いながら活動させま

しょう｡

○ポール運動
学習指導要領解説体育編に例示されている｢投げる手と反対の足を一歩前に踏み出してボールを投げること｣は､ No.13投

げる動作で経験できます｡

○多様な動きをつくる運動
基本的な動きを組み合わせる運動の例示としこNo.15クロスステップ､ No.17サイドステップを活用できます｡その後

は､ラビもたちに新しい動き方を工夫させてみるのも楽しそうです｡

※準備運動や主運動と関連した動きを取り出しこ子どもたちに基本的な動きをしっかりと身に付けさせましょう!

･一　二.i:き　次号の予定　薄鄭L:

O ｢器械運動の指導｣

宮城教育大学　准教授　木下英俊氏

〇号どもの体力向上指導者養成研修報告

○連載『みやぎっ子!元気アップエクササイズ』

活用方法(参

○ 『みやぎっ子!元気アップエクササイズ』実践報告

内容は予定ですので､変更になる場合があります｡


